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この人工芝生グランドは、下記助成金を受け整備されました。
①公益財団法人日本サッカー協会（ＪＦＡ）の都道府県フットボールセンター助成金
②独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興くじ助成金（ＴＯＴＯ）

敷地面積12,177.69㎡
クラブハウス　鉄骨造２階建て
夜間照明　６基（12灯 / 基）平均照度200ルクス以上
防球ネット　高さ７㍍

メイングランド　人工芝生　9,973㎡
　一般サッカーコート　１面
　（ジュニア用サッカーコート　２面）
サブグランド　人工芝生　2,205㎡
　フットサルコート１面
クラブハウス
　事務室、審判室、会議室、シャワー室、トイレ
駐車場　普通車60台

■問い合わせ
施設管理・ナイター券販売　教育教育委員会　生涯スポーツ係８５－６１４７
利用申込　東根地区公民館　８５－２２２８

人工芝生ピッチ使用上の注意点
●利用後は必ず日誌をつけてください
●グランド内は禁煙※火気の使用は禁止です
●シューズの裏をきれいにしてから使用してください
●金属製のスパイクは使用禁止です
●グランド内での飲食は禁止です（水飲み可能）
●グランド内へツバ等を吐き捨てるのは禁止です
●ペットはグランド内へ入れないでください
●ゴルフ練習は禁止です
●マナーを守り、きれいに使用しましょう

利用時間
午前６時～午後10時

利用料金
全面使用1時間
●夜間照明使用の場合　4,620円

（照明料含）

●上記以外（日中）　　  2,100円

　６月13日から行われた東陽グランドの整備が、9月10日に完成し、ＪＦＡ公認の人工芝生グラ
ンドに生まれ変わりました。
　置賜初となる人工芝生グランドは、公益財団法人日本サッカー協会（ＪＦＡ）の平成24年度
都道府県フットボールセンター助成事業の認定を受け、「山形県フットボールセンター」として整
備され、夜間照明、クラブハウスの整備も行われました。

利用方法
①利用団体は教育委員会に利用者名簿を添付し登録をします
②利用予約を行います
　（シーズン前は町サッカー協会、シーズンに入れば東根地区公民館）
③利用の際は日誌を必ず記入してください（菅原商店にあります）
④日中の請求は日誌により行いますので、月遅れで請求します



小さい子どもたちも人工芝生に大興奮。元気にゲーム！
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　９月30日、竣工式典が行われ、その後の記念イベント「ＪＦＡフ
ットボールデー 2012山形ＩＮ東陽の里」では、モンテディオ山形に
よるサッカースクール、スポーツ少年団による東陽カップなどが行わ
れました。夏を思わせるような気温でしたが、選手たちは、鮮やかな
緑の芝を駆け抜けました。

「ディーオ」くんと記念撮影、はいチーズ。サッカースクールでは役に立つ練習を教えてもらいました。
　

東
陽
グ
ラ
ン
ド
人
工
芝
生
完
成
に
あ
た

り
、
有
限
会
社
山
形
新
聞
白
鷹
専
売
所
様

及
び
有
限
会
社
山
形
新
聞
長
井
南
専
売
所

様
よ
り
「
少
年
用
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
」
を

一
対
、
衣
袋
建
設
株
式
会
社
様
よ
り
「
折

り
畳
み
式
白
テ
ン
ト
」
２
張
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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家
庭
の
都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

乳
幼
児
で
す
。

１
．
初
め
て
保
育
園
に
入
所
す
る
お
子
さ
ん
の
場
合
（
新
規
）

２
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
か
ら
ほ
か
の
保
育
園
へ
移
る

　

こ
と
を
希
望
す
る
場
合
（
転
園
）

　

１
．
と
同
じ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
園
で
引
き
続
き
保
育
を
希
望
す

　

る
場
合
（
継
続
）

　

今
回
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
月
に
保
育
園

を
通
じ
「
世
帯
状
況
調
査
」
な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
平
成
25
年
4
月
に
こ
ぐ
わ
保
育
園
と
あ
ゆ
か
い
保
育
園
が

統
合
さ
れ
、
さ
く
ら
の
保
育
園
が
鮎
貝
地
内
に
開
園
し
ま
す
。

　

現
在
こ
ぐ
わ
保
育
園
ま
た
は
あ
ゆ
か
い
保
育
園
に
入
所
し

て
い
て
、
さ
く
ら
の
保
育
園
に
入
所
を
希
望
す
る
場
合
に
つ

い
て
も
転
園
の
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

保
護
者
の
所
得
状
況
と
児
童
の
年
齢
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
保
育
料
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

１
月
下
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

表１　募集内容と保育サービスの概要

※対象児童年齢は、平成25年４月１日現在のものとします。
※時間延長保育は、さくらの保育園、よつば保育園、あらと保育園は午前７時～８時30分、午後４時30分～７時、ひがしね保育
　園は午前７時30分～８時30分、午後４時30分～６時30分となります。
※平成25年度よりひがしね保育園でも土曜日午後の保育を行います。
※障がい児保育は午前８時30分～午後４時30分となります。（時間延長保育は行っていません。）
※一時保育については、各施設の入所対象児童と同年齢の児童が対象となります。
　利用料金は、３歳未満児が４時間まで1,250円で４時間超が2,500円、３歳以上児が４時間まで1,100円で４時間超が2,200円
　です。
※時間延長保育と一時保育は、各保育園で随時申し込みを受け付けます。
※詳しくは各保育園、子育て支援係にお問い合わせください。
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●利用会員（子育てのお手伝いを受けたいかた）
　町内在住で、概ね小学校低学年以下の子どもの保護者
●協力会員（子育ての応援ができるかた）
　町内在住のかた
●両方会員
　利用会員と協力会員の両方を兼ねることもできます。

ファミリーサポートセンターとは

表２　申し込みの受付日時と場所表３　平成24年度保育料（月額）

※１世帯から２人の児童が入所する場合は、第２子が半
　額に、３人以上が入所する場合は、第２子が半額、第
　３子以上が０円となります。

◇問い合わせ
健康福祉課子育て支援係

（健康福祉センター内・☎86－0212）

協力会員を募集しています。子どもと接するのが
大好きなかた、ご連絡をお待ちしています。

●保護者のやむを得ない事情により、子どもを預かる。
●保護者の出勤・出張など仕事の都合で子どもを預かる。
●保育園や学校までの送迎などを行う。
　　など ･･･

　活動中の事故に備えて、財団法人女性労働協会を保険
契約者とするファミリーサポートセンター補償保険に加
入します。

＊土・日・祝祭日の利用に対し、町が利用料金の一部を
　支援します。４時間以上の利用の場合、１時間400円
　でご利用いただけます

■問い合わせ
　健康福祉課子育て支援センター（☎86－0212）

受付日時
10 月 12 日（金）～ 31日（水）
午前９時～午後５時 15分

※土・日・祝祭日は除く。月曜日は夜７時まで。
受付場所

健康福祉課子育て支援係
（健康福祉センター内・☎ 86－ 0212）

※４月から入所を希望されるかたは、この期
間に忘れずにお申し込みください。

（この期間後に申し込まれた場合は、定員などの
都合により希望する保育園に入所できない場合が
あります。）
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○白鷹町産業の紹介　
　各産業のパネル展示、製品展示
○白鷹町観光紹介、体験
　和紙人形展示・実演体験、白鷹町のカレンダー販売
○課外授業「しらたかの農家」見学会　
○無料オリジナルカレンダー作り　
○高所作業車の乗車体験、農業機械の展示
○バター作り無料体験（限定100）
　空ペットボトル持参下さい

○白鷹Ｂ級グルメ東西対決
○白鷹町の各種農畜産物、加工食品の展示販売
○長岡市栃尾地域における特産品販売
○折りたたみテーブル、プランター、チリトリの
　展示、販売　
○23年度元気弁当コンクール最優秀弁当試食会
○味噌つくり体験（限定）

　（新たに開発したＢ級グルメ２品目を数量限定販売します）　　

主　　催　白鷹町産業フェア2012実行委員会（白鷹町商工会内☎８５－００５５）
構成団体　白鷹町、白鷹町商工会、山形おきたま農業協同組合、山形県酪農業協同組合、白鷹町アルカディア財団、白鷹町観光協会、西置賜ふるさと森林組合

※白鷹町産業センター会場とＪＡ白鷹グリーンセンター会場をつなぐレトロバス無料運行致します。

１
　
和
紙
人
形
つ
く
り
体
験

▼
時　

間　

午
前
10 

時
〜

▼
場　

所　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

▼
定　

員　

20
人

▼
体 

験 

料　

３
０
０
円（
し
ら
た
か
人
形
体
験
料
と
し
て
）

▼
対　

象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
の
お
子
様
は
保
護
者
同

伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

２
　
し
ら
た
か
満
喫
ツ
ア
ー

　
「
草
木
塔
」
の
里

　
路
傍
の

石
塔
め
ぐ
り
＆
秋
の
山
形
三
昧

▼
時　

間　

午
前
10 

時
〜
午
後
2
時
30 

分

▼
コ 

ー 

ス　

荒
砥
駅
〜
十
王
地
内
石
塔
め
ぐ
り
〜
産
業
フ

ェ
ア
（
昼
食
・
し
ら
た
か
人
形
づ
く
り
体
験
）
〜
荒
砥
地
内

石
塔
め
ぐ
り
〜
荒
砥
駅
（
歩
行
距
離
約
７
㌔
）

▼
参 

加 

料　

３
０
０
円（
し
ら
た
か
人
形
体
験
料
と
し
て
）

　

昼
食
会
場
に
な
る
産
業
フ
ェ
ア
会
場
で
は
、
手
打
ち
蕎
麦

な
ど
白
鷹
の
お
い
し
い
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
各
自
）

▼
定　

員　

10
人

▼
そ 

の 

他　

・「
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ
な
旅
」
ツ
ア
ー

参
加
者
と
同
一
行
動
に
な
り
ま
す
。

※
１
、２
共
通

▼
申
込
締
切　

10
月
25
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協
会

☎ 

86 

－ 

０
０
８
６

３
　
課
外
授
業
「
し
ら
た
か
の
農
家
」
見
学
会

▼
時　

間　

午
前
10 

時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
コ
ー
ス　

産
業
セ
ン
タ
ー
〜
深
山
ミ
ル
ク
え
ん
〜
白
鷹
果

樹
集
出
荷
場
〜
産
業
セ
ン
タ
ー

▼
参 

加 

料  

無
料

▼
定　

員　

20
人

▼
申
込
締
切　

10
月
25
日
（
木
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課　

農
業
振
興
係

☎ 
85 

－ 

６
１
０
７

参加者を募集します
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■問い合わせ　荒砥高校をサポートする会（事務局／総務課企画調整係☎85－6123）

　町では、荒砥高校の存続と発展を願い、荒砥高校に入学して学ぶ生徒の皆さんを応援する
ため「荒砥高校をサポートする会」を設立し、町を挙げて支援しています。

　町では、「笑顔かがやき 心かよう 美しいまち」をめざしています。次代を担う高校生には充実した高校生活を送
り、めざす進路を実現してほしいと願っています。そのために、荒砥高等学校に入学される皆さんを応援します。

　平成25年度新入学のみなさんに、入学時に必要となる制服・運動靴などの購入費用や通学に係る費用の一部を支
援します。

　平成24年度から、白鷹町社会福祉協議会でホームヘルパー養成研修を実施しています。この研修を受講すると
ホームヘルパー２級資格が取得できます。

◇荒砥高校は…
　昭和23年創立、白鷹町唯一の県立高校です。生徒たちのさまざまな進
路希望に応えるため、コース制による学習が進められています。
　また、ボランティアや職場体験、地域行事への積極的な参加など、地域
とのつながりがたいへん強い学校です。これまで、多くのすぐれた先輩が
巣立ち、地元に残って頑張っています。
　
　平成25年度からは、新しい魅力ある「総合学科」に生まれ変わります。
「総合学科」は、普通科目と専門科目から選択して学ぶことのできる学科
です。また、長井工業高校と「キャンパス制」による連携・交流を行いま
す。「キャンパス制」とは、近隣の小規模校同士が連携・交流することによ
り、おたがいにより良い教育環境を確保するための制度です。

【上】生徒をまとめる生徒会執行部
【下】３年生のボランティア活動

町では
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平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
被
災
地
支
援
や

避
難
者
対
策
、放
射
能
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、「
笑

顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
行
財

政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
決
算
は
、
歳
入
総
額
で
２
億
８

１
２
９
万
円（
３
・
５
％
）、
歳
出
総
額
で
２
億
３
５
０

９
万
円
（
３
・
１
％
）
前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

収
支
差
引
５
億
５
２
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、
町
が
自
主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
町
税
の
増
収
や
統

合
保
育
園
用
地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
約

２
億
５
７
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

や
県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、

町
債
（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
約
２
４
０
０

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
別
に
見
る
と
、
支
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
任
意
に
削
減
で
き
な
い
義
務
的
経
費

は
、
人
件
費
が
約
２
８
０
０
万
円
の
減
、
扶
助
費
は
障

害
者
自
立
支
援
給
付
や
子
ど
も
手
当
の
増
加
に
よ
り
約

３
６
０
０
万
円
の
増
、
公
債
費
（
借
入
金
返
済
）
が
約

９
４
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費
以

外
の
任
意
的
経
費
で
は
企
業
立
地
促
進
や
第
三
セ
ク
タ

ー
経
営
強
化
へ
の
補
助
な
ど
に
よ
り
、
補
助
費
等
が
約

６
０
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
建

設
事
業
費
が
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
着

手
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
約
３
億
１
８
０
０
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
将
来
の
施
設
整
備
な
ど

に
対
す
る
財
源
確
保
の
た
め
に
、
公
共
施
設
整
備
基
金

と
財
政
調
整
基
金
に
、
合
わ
せ
て
約
２
億
２
０
０
０
万

円
の
積
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
方
債
（
借
入
金
）
残
高
の
減
少
や
、
基
金
（
預
貯

金
）
残
高
の
増
加
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
歳
入
全
体
に
お
け
る
自
主
財
源
の
割
合
は
26

・
２
％
と
依
然
低
く
、
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
へ
の
依

存
度
が
高
い
状
況
で
あ
り
、
町
の
財
政
は
安
定
し
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
地
方
交
付
税
の
う
ち

普
通
交
付
税
は
、
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
約
１
億
２
０

０
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
を
減
ら
さ
な
い
た

め
の
工
夫
や
自
主
財
源
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

地
方
財
政
全
体
が
厳
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況

で
す
が
、
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の
確
保
に
向
け
て
、

計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
み
な
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
貴
重
な
税
金
を
活
か
し
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人件費
11億7,553万円
15.2％

補助費等
11億3,946万円
14.7％

投資的経費
9億4,911万円
12.3％

その他（積立金・
繰出金など
13億6,355万円
17.5％

公債費
11億9,404万円
15.4％
扶助費

8億5,707万円
11.1％

物件費
7億7,150万円
9.9％

維持補修費
2億9,884万円
3.9％

町税
11億9,014万円
14.3％

その他
（自主財源：繰越
金・諸収入など）
9億8,720万円
11.9％

国庫支出金
5億1,673万円
6.2％

町債
7億8,900万円
9.5％

地方交付税
38億9,701万円
47.0％

県支出金
6億2,773万円
7.6％

その他（依存財源：地方譲
与税・地方消費税交付金など）
2億9,421万円
3.5％

基
金
と
は

　

町
の
預
貯
金
の
こ
と
で
す
。

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
の
財

政
調
整
基
金
の
よ
う
に
特
定
の

目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る
も

の
（
積
立
基
金
）
の
ほ
か
、
特

定
目
的
の
た
め
に
定
額
の
資
金

を
運
用
す
る
た
め
の
も
の
（
定

額
運
用
基
金
）
が
あ
り
ま
す
。

100 億円

90 億円

80 億円

70 億円
19 年度 20 年度 21 年度9年度 0年度 21 年度

94億 2,453 万円
88 億 7,816 万円

※平成 23 年度末の町民一人あたり残高　489,182 円（前年比▲ 12,169 円）
22年度22 年度

83億 2,217 万円
78 億 4,765 万円

※平成 23 年度末の町民一人あたり残高　48,096 円（前年比 +11,692 円）

6億円

5億円

1億円

3億円

19 年度 20 年度 21 年度年度 年度

5億 6,984 万円

1億 6,403 万円

2億　502 万円

22 年度

3億 4,840 万円
4億円

2億円

年度年度

7億円

8億円

23 年度年度

7億 4,212 万円

23 年度

75億 4,809 万円
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　高齢者や障がい者への福祉増進に努めるとともに、旧中山小
学校を活用した介護施設開設への支援を行いました。また、子
育て支援拠点施設の整備に着手しました。そのほか、中学生ま
での医療費の自己負担を無料とする「しらたか元気っ子事業」
などを行いました。

　健（検）診事業をはじめとした健康づくり対策、妊婦さんの
通院支援としての「ニコニコマタニティライフ応援事業」など
の出産・子育て支援に加え、新たに「特定不妊治療費助成事業」
に取り組みました。また、ごみの減量化やエコドライブ普及員
の養成などを通し、地球環境保全・温暖化対策を推進しました。

　農業者戸別所得補償制度の本格実施を受け、白鷹町農業再生
協議会を設立し、農政の一体的展開を図りました。また、松く
い虫防除事業など森林環境保全にも取り組みました。このほか、
原発事故の風評被害に対応するため、農産物の放射性物質自主
検査に対する助成を行いました。

　経済不況に加え、東日本大震災の影響も受ける厳しい中で、
工業では、金融対策や雇用維持支援、受注拡大などに取り組み
ました。商業では、商工会の住宅建築等への給付金交付事業に
対する補助など、町内の消費拡大を支援しました。観光面では、
一年を通じた観光誘客を図る取り組みを推進しました。また、
産業間の連携をより深めるため、白鷹町産業フェア2011を開催
しました

※町民一人あたりの金額は、平成24年3月31日現在の町の住民
基本台帳人口15,430人で割ったのものです。

　町道の改良や維持工事のほか、国・県道の幹線道路網の整備
に努めるとともに、除雪体制の見直しを図り、業務の全面委託
や除雪車運行管理システムの導入を行いました。また、住宅耐
震化等促進事業により住宅リフォームの総合支援を行いました。
このほか、下水道特別会計への繰り出しなどを行いました。

　学校教育では、「確かな学力・豊かな心・健やかな体」を育む
ための取り組みのほか、東中学校体育館の耐震化をはじめとし
た学校施設の整備等を行いました。また、中学校の統合を決定
し、統合準備委員会を設置して検討協議を始めました。生涯学
習・スポーツでは、各種講座や大会を開催し、地域づくり活動
や生涯学習・生涯スポーツの推進に努めました。芸術文化面で
は、「あゆーむ」を指定管理者に委託し、施設を活かしたさまざ
まなイベントを通して、多くのみなさんに来場いただきました。

　建設事業などを行うために借り入れたお金の返済などに使わ
れました。新たな借入れについては「公債費負担適正化計画」
を策定し借入額の抑制に努めています。

　総務費では、「白鷹人育成基金」を活用した人材育成事業のほ
か、長井線やデマンド型交通システムなどの交通対策、交通安
全・防犯対策、財政調整基金の積立てなどを行いました。また、
東日本大震災の避難者への対応・支援を行いました。消防費で
は、消防団の小型ポンプの更新や、防火水槽整備などを行いま
した。これらのほか議会費、労働費、災害復旧費に使われました。

　町の財政状況について、一般家庭の家計に例えることは、多少の無理がありますので、あくまでイメージ
としてご紹介します。
◇実質赤字比率　　：１年間の家計に占める赤字の割合
◇連結実質赤字比率：２世帯住宅などの場合、それぞれの世帯の家計を合算した家族全体での１年間の家計
　　　　　　　　　　に占める赤字の割合
◇実質公債費比率　：年収に占めるローン返済額の割合
◇将来負担比率　　：ローン残高や生命保険の支払いなどが年収の何年分に相当するかを示した割合

　公営企業ごとに、資金の不足額が事業の規模に対してどれくらいの割合になっているかを示しています。
水道、町立病院、訪問看護ステーション、下水道、農業集落排水の全会計について、資金不足は発生してい
ないため比率はありません。

　

財
政
の
早
期
健
全
化

及
び
財
政
の
再
生
並
び

に
公
営
企
業
の
経
営
の

健
全
化
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
比
率
が

早
期
健
全
化
段
階
や
財

政
再
生
段
階
（
将
来
負

担
比
率
を
除
く
。）
の

基
準
値
以
上
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

法
で
定
め
ら
れ
た
計
画

の
策
定
を
行
い
、
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
平
成
23

年
度
決
算
に
基
づ
く
白

鷹
町
の
状
況
は
下
記
の

と
お
り
す
べ
て
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

※
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ある家庭の１年間の収入（100）に当てはめると

収　入

支　出

100

その他の生活費
ローン返済額（実質公債費比率1.7ポイント改善）黒 字

15.3

73.7

※イメージ

将来負担比率
これから支払わなければならないローン残高など（将来負担率11.6ポイント改善）
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◆白鷹町における高齢者の人数や要介護認定を受けたかたの人数など

※同じ月に自宅でのサービスと施設でのサービスの両方を利用されたかたもいるので、サービスの合計は一致しません。

平成 23年度 決算平成 23年度決算

介護が必要な状態になったときの生活を支え合うしくみ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
保
険
係

認定調査員が訪問し、
介護を必要とするかた
の心身の状態をお聞き
します。

申請の理由となった疾患をみ
ている医師が意見書を記入し
ます。

コンピューター
による一次判定

認定調査で聞き
取りした事項 （

二
次
判
定
）

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１

要支援２
要支援１

非該当

☎

　平成23年度の介護保険特別会計は、歳入総額14億2,230万円、歳出総額14億998万円と
なりました。介護給付費は、13億788万円、昨年度から3.1％の伸びとなりました。介護保
険制度は、介護が必要な状態になったときの生活を支える大切なしくみです。できる限り
介護が必要にならないよう、健康づくりと介護予防に取り組みながら、保険料をご負担い
ただくみなさまが安心して暮らせる白鷹町をめざしています。これからもご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。
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☎

☎

八乙女げんき塾（会場：老人福祉センター）
　外出が困難になったかたや、交流したいかたなどが参加できま
す。週1回、送迎を受けてグループ活動に参加してみませんか。

利用料金：１回700円（送迎、昼食代込み）

元気はつらつクラブ（会場：あゆみの園・須貝接骨院・白鷹町立病院）
　基本チェックリストの結果、介護予防の取り組みが特に必要とされたかたに、地域包
括支援センターから直接案内させていただきます。以下の３つのコースがあります。
①運動コース（全12回）：ストレッチやバランストレーニング、筋肉トレーニング
②口腔コース（全6回）：口の中の手入れ方法や飲み込む力のトレーニング
③栄養コース（全6回）：低栄養を予防するための食事や調理法の指導、相談

利用料金：指導料として１回200円、送迎料（あゆみの園のみ）１回300円

元気パワーアップクラブ（会場：新野医院・須貝接骨院）
　元気はつらつクラブの運動コースを終了したかた、運動を希望す
るかたが参加できます。週1回、指導を受けながら楽しく運動して
います。

利用料金：指導料として1回200円

介護者教室事業
　広い世代に認知症について知っていただくため
の教室を開催しています。精神科医師の講演や寸
劇、紙芝居等で認知症の症状や正しい対応を広め
る活動を行っています。

介護者交流事業
　自宅で要介護３以上又は認知度Ⅲ以上の高齢者
を介護しているかたが集まって研修しながら交流
できる機会を提供します。年1回、日帰りコース
と宿泊コースに分かれて実施します。

寝たきり等高齢者介護者激励金支給事業
　生活全般に介助が必要なかた、又は認知症の症
状が中程度以上あるかたを、自宅で年度内に６か
月以上高齢者を介護しているかたに、年に一度激
励金を支給します。

もの忘れ相談事業
　もの忘れをするようになって心配だというかた
や、そのご家族のための相談です。年6回開催し
ています。認知症を早期発見し、正しい対応をし
て健康で楽しみある生活を長く過ごしましょう。

在宅介護おむつ支援事業
　自宅で介護を受けている要介護３以上の高齢者
で、常時紙おむつを使用しているかたに、月に
一度上限4,000円以下で紙おむつを支給していま
す。在宅日数により支給額が変更されます。
＊世帯収入により非該当となる場合があります。

　

●65歳以上で要介護認定を受けていないかたが利用できます。

●要介護認定や課税状況など利用条件があります。
詳しくはお問い合わせください。
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●税額
　宿泊した入湯客１人一泊につき　150円
　日帰りの入湯客１人一日につき　100円
●課税されない人
　12歳未満の人や、学校が教育活動として実施する
行事に参加する生徒などは課税されません。

   のまめ知識

■問い合わせ　
入湯税・電子申告…税務出納課町民税係　☎85－6132
都市計画税　　　…税務出納課資産税係　☎85－6133

　　　　　

　　　竹 下 和 男 講 演 会　　　　

▼いつ　11月16日（金）午後７時（開場６時30分）
▼どこで　パワーセンター白鷹（町産業センター）
▼入場無料（整理券が必要です）
▼整理券取り扱い　教育委員会、中央公民館、各地区　公民館、パワーセンター白鷹
■問い合わせ　教育委員会　生涯学習係
☎８５－６１４６
※竹下先生は11月17日に行われる「元気ニコニコ健康まつり」でも講演を行います。（詳しくは13㌻をご覧
ください。）

平成24年度白鷹学講座パート４
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▼いつ　10月21日（日）
　　　　午前10時～午後２時30分
▼長井駅での催し物
＜ステージイベント＞　　　　  （予定時間）
山形鉄道公式応援ソングを歌う
「ストラスフィア」　ライブ　　午前10時10分～
吹奏楽演奏                                  　　10時50分～
とことん男をどり
「風花の民」の演舞                    　   12時35分～
よさこいソーラン（姫優兎） 　   午後 1時10分～

＜終日イベント＞
電動カート、ロボット二足歩行、モーターカー・レ
ールスター、ロボット相撲、ミニＳＬ、各種売店

※当日は、終日ワンコインデイとし、　全線片道一回
100円でご乗車できます。ぜひご利用ください。

■各駅発車時刻
（上り）
荒砥駅発　　　10：20、11：39、13：25
四季の郷駅発　10：24、11：42、13：28
鮎貝駅発　　　10：26、11：44、13：30
蚕桑駅発　　　10：30、11：48、13：34
長井駅着　　　10：42、12：00、13：46

■問い合わせ
　フラワー長井線まつり実行委員会　
　山形鉄道株式会社　☎８８－２００２

今年も『フラワー長井線まつり』が開催されます。
今年は会場を長井駅に集約して開催することになりました。
お誘いあわせのうえ、お越しください。

　　　　　　　　　　　▼い　つ　11月17日（土）午前９時30分～午後３時30分　　
　　　　　　　　　　　▼どこで　健康福祉センター
　　　　　　
　　　　　　　・げんき子ども大集合「親子ふれあい体操」午前10時～ 12時
　　　　　　　・竹下和男食育講演会「『ごちそうさま』もらったのは命のバトン」　午後１時30分～３時
　　　　　　　・げんき弁当コンクール　
　　　　　　　・元気ニコニコ推進会議　ウォーキング
　　　　　　　・食の暦より、かいもちの試食　
　　　　　　　・健康づくり推進員のあしあと展示、体力測定、骨密度測定
　　　　　　　・売店（うどん、こんにゃく他）　
　　　　　　　・福祉施設売店　こぶしの家、白鷹陽光学園、フラワーほっと
　

　　

　
　

■申込・問合せ先　健康福祉課　健康推進係　☎８６－０２１０
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健康を維持するために
　健康診査（健診）を受けましょう。

　糖尿病などの生活習慣病を早期に発見し、いつまでも健康な生活を送っていただくために、
健診を受けてくださるようお願いいたします。

▼対象　後期高齢者医療の保険証をお持ちのかた
▼料金　無料
▼検査項目　①身長　②体重　③血圧　④内科診察　⑤尿検査　
　　　　　　⑥血液検査（血中脂質、肝機能、血糖、貧血）　
　　　　　　⑦心機能検査（心電図）　⑧眼底検査
▼受診方法　各地区公民館等での同日検診で受けられます（11月6日まで）。　
　　　　　　※日程は「元気ニコニコ推進カレンダー」「お知らせ版」をご覧ください。
　　　　　　受診券が必要ですので、必ずお申し込みください。
■申込・問い合わせ　健康福祉課　健康推進係
☎８６－０２１０

救
急
員
養
成
講
習
の
一
般

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

▼
い　
　

つ　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

25
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

12
月
１
日
（
土
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

　

【
予
備
日
】
12
月
２
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
内

▼
募
集
定
員　

若
干
名

▼
内　
　

容　

連
続
講
習
（
基
礎

講
習 

＋
救
急
員
養
成
講
習
）

▼
費　
　

用　

無
料

▼
教 

材 

費　

３
０
０
０
円
（
教

本
（
基
礎
・
養
成
）、
フ
ァ
ー
ス

ト
エ
イ
ド
バ
ッ
ク
﹇
三
角
巾
２

枚
、
ガ
ー
ゼ
、
人
工
呼
吸
用
携
帯

マ
ス
ク
﹈、
蘇
生
法
人
形
用
消
耗

品
、
保
険
代
）

▼
申
込
方
法　

事
務
局
ま
で
電
話

に
て
申
込
下
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

10
月
26
日
（
金
）

※
本
講
習
を
受
講
し
、
筆
記
・
実

技
試
験
に
合
格
す
る
と
、
日
本
赤

十
字
社
よ
り
救
急
法
救
急
員
と
し

て
認
定
さ
れ
、
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
赤
白
鷹
町
分

区　

事
務
局
（
健
康
福
祉
課
内
）

☎
86

－

０
１
１
１

白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

▼
い
つ　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
12
時

▼
ど
こ
で　

鷹
山
小
学
校
付
近
及

び
萩
野
ふ
れ
あ
い
館

▼
内
容　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
消

火
訓
練
、
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
救
助

訓
練
、
自
主
防
災
組
織
避
難
訓
練

な
ど

※
当
日
、
ポ
ン
プ
車
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
緊
急
速
報
の
訓
練
を

行
い
ま
す
の
で
本
番
と
間
違
わ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

防
災

管
財
係

☎
85

－

６
１
２
２

▼
各
地
区
秋
季
消
防
演
習

○
蚕
桑
地
区　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
1
時
〜
蚕
桑
小
学
校

○
鮎
貝
地
区　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
鮎
貝
小
学
校

○
荒
砥
・
十
王
地
区　

　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
仲
町
友
愛
館

○
東
根
地
区　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
東
根
小
学
校
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▼募集内容
　①随時募集　②平成25年度年間雇用臨時保育士
▼勤務地　
　①こぐわ保育園・あゆかい保育園・ひがしね保育園
　②ひがしね保育園
▼採用条件　保育士の資格を有するかた、
　または取得見込みのかた
▼賃金
　（平成24年度）　時給852円
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書
　＊総務課に準備しています。
　＊町ホームページからもダウンロードできます。
▼採用
　①入所児童数により職員定数に不足が生じた段階で随
　　時採用。
　②平成25年度入所児童数により採用人数決定。
▼雇用期間　採用から当該年度末まで。
＊書類を提出されたかたは「白鷹町日々雇用職員登録名
　簿」に登録され、必要に応じて名簿登録者の中から面
　接及び書類審査のうえ採用します（採用及び選考につ
　いては原則60歳未満のかたを優先的に行う予定です。
　名簿登録者全員が採用されるものではありません）。

■書類提出先　総務課総務係（☎85－6120）
■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係（☎86－0212）

　
男性向け婚活セミナー

　女性とどう話したらいいのか？どんな格好がいいの
か？そんな疑問をセミナーに参加して解決し、今後の
婚活に自信をつけませんか？
　多くのかたの参加をお待ちしております。
▼いつ　10月31日（水）　午後７時～９時
▼どこで　中央公民館　３階　大会議室
▼参加費　1,000円（お弁当付）　　　　　　　　　　
▼講師　やまがた結婚サポートセンター
　　　　小笠原　学　先生
▼内容　ファッション、コミュニケーション実践訓練
▼募集人数　30人
▼募集締切　10月24日（水）
　※募集人数に達した時点で終了
▼対象　25歳～ 45歳までの独身男性
主催：白鷹町結婚相談員会
共催：恋の種まき桜実行委員会　
■申込・問い合わせ　
　白鷹町結婚相談員会　事務局　産業振興課　商工振興係
☎８５－６１３６

　
参加者募集

▼い　つ　10月21 日（日）午前10 時～午後4時
▼コース　荒砥駅～白鷹スキー場～白鷹山山頂～
一等三角点（芋煮会）～白鷹スキー場～パレス松
風～荒砥駅
☆スキー場往復は無料バスで異動します。（歩行距
離約30 ㌔）
▼参加料　芋煮会会費として1,000円
　鷹野湯温泉入浴を希望するかたは
　別途費用（300円）がかかります。
▼定　員　10 人
▼締　切　10月18 日（木）まで
▼その他　
　○「JR 東日本　駅長オススメの小さな旅」ツア
ー参加者と同一行動になります。
▼飲料水、雨具、タオルなどは各自でご用意くだ
さい。
※イベント中は損害保険に加入していますが、応
急手当以外の責任は負いません。
■申込・問い合わせ　白鷹町観光協会
☎ ８６－００８６　
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　町では、お子さんと高齢者のかたで、インフルエンザ予防接種を受けるかたの費
用を一部助成いたします。

小児インフルエンザ予防接種 高齢者インフルエンザ予防接種

　対 象 者

1歳～中学3年生（接種日現在）で、
保護者が接種を希望するかた

○満65歳以上 ( 接種日現在 ) で接種
　を希望するかた
○満60歳～ 64歳で心臓・腎臓など
　に障がいのあるかた（身体障害者
　手帳１級程度）で接種を希望する
　かた

　接 種 回 数
1歳～ 13歳未満 ２回

１回
13歳以上 １回

　助 成 額
1,500円 (1回につき ) 1,000円

＊医療機関には接種料金から助成額を差し引いた額を支払っていただく
ことになります。

　実 施 期 間　 平成25年１月31日まで

　実施医療機関 白鷹町内、長井市内の医療機関 山形県内の医療機関

　申し込み方法
希望する医療機関に予約をして、接種してください。
また、医療機関によって接種期間等が異なる場合がありますので、希望
する医療機関にお問合わせください。

●予診票は医療機関にあります。
●生活保護世帯については全額助成になりますので、担当までご連絡ください。
　
　　　■問い合わせ　健康福祉課　健康推進係　☎８６－０２１０　

募集種目 資　格 受付期間 試験日

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（一般）

中卒（見込含）
17歳未満の男子

11月１日（木）～
平成25年１月７日（月）

１次：平成25年１月19日（土）
２次：１次合格時にお知らせし
ます。

陸上自衛隊
高等工科学校生徒
（推薦）

中卒（見込含）
17歳未満の男子
※学校長の推薦が必要です

11月１日（木）～
12月７日（金）

平成25年１月12日（土）～
14日（月）のいずれか１日

平和を仕事にする
《平成２４年度自衛官等募集案内》

陸上自衛隊高等工科学校生徒の概要
　将来、陸上自衛隊において、高機能化、システム化された装備品を駆使・運用するとともに、国際社会
においても自信を持って対応できる自衛官となる者を養成するために、中学校卒業者を対象に採用する制
度です。 
■問い合わせ　自衛隊米沢地域事務所　　米沢市中央７－５－７８
☎０２３８－２３－００１１
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区　分
９月20日（木）～ 26日（水）

放射性ヨウ素 放射性セシウム

こぐわ保育園 不検出 不検出

あゆかい保育園 不検出 不検出

ひがしね保育園 不検出 不検出

あらと保育園 不検出 不検出

よつば保育園 不検出 不検出

測
定
限
界　

０
・
４
８
〜
０
・
７
７
Ｂ
ｑ
（
ベ
ク

レ
ル
）
／
㎏
以
下

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
86

－

０
２
１
２

障がい者を虐待から守りましょう！

　障害者虐待防止法は、虐待によって障がい者の権利や尊厳がおびやかされることを防ぐ法律です。障がい
者の安定した生活や社会参加を助けるために、みんなで障がい者虐待の防止に取り組みましょう。

障がい者虐待は以下の３種類に分られます
○養護者（家族）による障がい者虐待
○障がい者福祉施設従事者等による障がい者虐待
○使用者（事業主や同僚）による障がい者虐待

どんな行為が障がい者虐待になるの？
○身体的虐待 ･･･ 障がい者の体に暴行を加えること。
○性的虐待 ･･･ 障がい者に無理やりわいせつなことをしたり、させたりすること。
○心理的虐待 ･･･ 障がい者を侮辱する言葉や態度で精神的苦痛を与えること。
○放棄・放任･･･食事や入浴、洗濯、排泄などの世話や介助をほとんどせず、障がい者の心身を衰弱させること。
○経済的虐待 ･･･ 本人の同意なしに障がい者の財産や年金、賃金などを使うこと。
　　　　　　　  また、障がい者に理由なく金銭を与えないこと。

虐待に気づいたらすみやかに通報してください
　障がい者虐待に気づいた人は行政の担当窓口へ連絡してください。地域ぐるみの早めの対応や支援が虐待
されている障がい者だけではなく、虐待している家族などが抱える問題の解決にもつながります。

通報や届出をした人の情報は守られます
　虐待の通報や届出をした人の情報は守られます。虐待の通報をした人や届出をした人を特定する情報は慎
重に取り扱われ、町職員には守秘義務が課せられています。また、通報者が施設や職場の職員による場合、
通報を理由に解雇などをすることは禁じられています。匿名による通報も受け付けます。
　

■障がい者の虐待にかかわる届出や通報、支援の相談の受付先
　健康福祉課　福祉係　　☎８６－０２１４
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5,000

10,000
　　　　　　　

（☎
　

９
月
20
日
に
県
か
ら
平
成
24
年

度
地
価
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
本
町
に
関
す
る
も
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

届出の必要な取引
●売買
●交換
●営業譲渡
●譲渡担保
●代物弁済
●共有持分の譲渡
●地上権、賃借権の設定、譲渡
●予約完結権、買戻権などの譲渡



　

総
務
課
付
主
任

　

　
　
　
　
大
滝
真
実
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
派
遣
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
と
し
て
、
10
月

１
日
に
辞
令
を
発
令
し
、
被
災
自
治
体
へ
職
員
を

派
遣
し
ま
し
た
。

　

派
遣
先
は
、
町
と
交
流
の
あ
る
宮
城
県
気
仙
沼

市
で
、
派
遣
期
間
は
、
10
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
大
滝
主
任
は
、
総
務
部
税

務
課
に
所
属
し
、
税
の
申
告
相
談
な
ど
の
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

19　

　

白
鷹
町
商
工
会
で
は
、
第
５
弾

と
な
る
町
内
で
使
え
る
期
間
限
定

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
売
し

ま
す
。

　

今
回
は
お
一
人
様
３
セ
ッ
ト
ま

で
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
購
入
者
の

中
か
ら
、
抽
選
で
５
０
０
人
の
か

た
へ
、
１
０
０
０
円
の
お
買
物
券

を
進
呈
し
ま
す
。

▼
価　

格

　

１
セ
ッ
ト　

１
０
０
０
０
円

（
商
品
券
１
０
０
０
円
分
×
11
枚
）

▼
セ
ッ
ト
数　

２
５
０
０
セ
ッ
ト

▼
購
入
数　

一
人
あ
た
り
３
セ
ッ

ト
ま
で
（
１
セ
ッ
ト
ご
と
に
お
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。）

▼
販
売
開
始　

10
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

▼
販
売
場
所　

産
業
セ
ン
タ
ー
、

あ
ゆ
ー
む
（
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
）

▼
利
用
期
間　

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

〜
12
月
31
日
（
月
）

▼
対
象
商
店
な
ど

　

商
品
券
で
の
お
買
物
は
、
ポ
ス

タ
ー
の
貼
っ
て
あ
る
お
店
で
ど
う

ぞ
。
詳
し
く
は
10
月
23
日
（
火
）

の
朝
刊
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
注
意
事
項
】

Ｕ
Ｃ
商
品
券
、
各
種
商
品
券
、
ビ

ー
ル
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
、

切
手
、
印
紙
な
ど
の
金
券
等
を
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
利
用
期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

☎
85

－

０
０
５
５

1,000円の商品券が、11枚（1セット）で10,000円！
1,000円お得な商品券です。
000円の商品券が 11枚（1セ ト）で10 000円

白
鷹
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
の
対
象
工
事
に
「
克
雪
化
」
を
追
加

し
ま
す
。

☎
85

－

６
１
４
０

違
反
建
築
防
止
週
間

　

違
反
建
築
防
止
週
間
は
、
建
築
基
準
法
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
法
令
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
違
反
建
築
を
防
止
し
、

建
築
物
の
安
全
を
確
保
し
、
町
の
よ
り
良
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

総
合
支
庁
が
「
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間　

10
月
11
日
（
木
）

〜
17
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

管
理
係

☎
85

－

６
１
４
０
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川井　詩音（東根小５年）鈴木　涼己（東根小５年）

橋本　菜那美（荒砥小２年）鈴木　遼（鮎貝小５年） 中川　みさき（蚕桑小５年）

海老名　岳斗（荒砥小５年）

安達　有夏（東中２年）

横山　愛彩美（東中３年） 衣袋　真希（東中３年） 江口　真由（東中３年）

今野　稔真（東中１年）今野 稔真（東中１年）鈴木　玲林（東中２年）

　※入選作品は、第２次審査（県審査）へ推薦されます。
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恵
み
豊
か
な
美
し
い
白
鷹
を
未

来
の
子
ど
も
た
ち
へ
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
新
体
制
で
の
２
年

間
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
、
清
ら
か
な
水
環
境
の

推
進
、
環
境
教
育
、
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講

習
会
や
環
境
出
前
講
座
の
開
催
な

ど
、
梅
津
一
久
会
長
（
十
王
）
を

中
心
に
13
名
の
委
員
で
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

【
ご
み
・
資
源
部
会
】

加
藤
仁
美
（
蚕
桑
）、
海
老
名
文

子
（
十
王
）、
大
貫
美
智
子
（
荒

砥
）、
菅
原
あ
つ
子
（
東
根
）

【
水
環
境
部
会
】

石
川
重
二
（
鮎
貝
）、
酒
井
良
加

（
鮎
貝
）、
佐
藤
久
一
（
蚕
桑
）、

小
口
弘
子
（
鮎
貝
）

【
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

会
】

熊
坂
勝
則
（
十
王
）、
戸
借
清
策

（
鷹
山
）、
金
田
正
（
蚕
桑
）、　

紺
野
吉
郎
（
東
根
）

　　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら

し
、
手
軽
に
生
ご
み
堆
肥
を
つ
く

れ
る
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
づ
く
り
講
座
を

各
地
区
公
民
館
と
共
催
で
、
こ
れ

ま
で
計
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

・
鮎
貝
地
区
公
民
館　
　

　

６
月
８
日
（
金
）　

28
人
参
加

・
蚕
桑
地
区
公
民
館　
　

　

７
月
10
日
（
火
）　

16
人
参
加

・
荒
砥
地
区
公
民
館　
　

　

８
月
24
日
（
金
）　

10
人
参
加

（
米
の
と
ぎ
汁
発
酵
液
づ
く
り
も

　

合
わ
せ
て
実
施
）

　　

平
成
21
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
鮎
貝
に
あ
る
白
鷹
町
ス
ポ
ー
ツ

公
園
内
「
中
丸
池
」
の
水
質
浄
化

活
動
。
今
年
度
も
水
環
境
部
会
の

メ
ン
バ
ー
が
白
鷹
仏
教
会
の
み
な

さ
ん
と
、「
ヒ
シ
」
と
い
う
繁
殖

力
が
非
常
に
強
い
水
草
の
刈
り
取

り
作
業
を
８
月
17
日
（
金
）
に

行
い
ま
し
た
。
池
の
浄
化
を
し
よ

う
と
、
Ｅ
Ｍ
発
酵
液
や
泥
だ
ん
ご

を
投
入
し
た
り
、
水
草
の
刈
り
取

り
作
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

例
年
、
８
月
に
入
る
と
突
然
、

池
の
水
面
す
べ
て
を
ヒ
シ
が
覆
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
部
会
で
は
何
と

か
全
面
刈
り
取
り
を
し
よ
う
と
、

昨
年
手
作
り
の
イ
カ
ダ
を
製
作
し

ま
し
た
。
対
岸
に
ロ
ー
プ
を
張
っ

て
水
面
を
行
っ
た
り
来
た
り
。
猛

暑
の
な
か
で
た
い
へ
ん
な
作
業
で

し
た
が
、
一
日
が
か
り
で
よ
う
や

く
す
べ
て
の
ヒ
シ
を
刈
り
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
池
を
取
り
戻
す
た
め

に
、何
年
か
か
る
か
で
す
が
継
続

　

９
月
11
日
（
火
）
に
中
央
公
民

館
で
、
荒
砥
地
区
の
み
な
さ
ん
７

名
を
対
象
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
測
器
を
取
り
付
け
た
車
で
い

つ
も
の
調
子
で
１
回
目
の
実
車

３
・
３
㌔
を
運
転
し
た
の
ち
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
ポ
イ
ン
ト
の
講
習
を
受
け
、
受

講
後
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
な

が
ら
２
回
目
の
実
車
。

　

講
習
を
受
け
る
前
と
後
で
は
、

リ
ッ
タ
ー
あ
た
り
の
燃
費
改
善
率

は
最
高
で
16
・
１
％
で
し
た
。
普

及
員
か
ら
は
、
環
境
に
も
お
財
布

に
も
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
運
転

し
て
く
だ
さ
い
、
と
一
人
ひ
と
り

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

①
ふ
ん
わ
り
ス
タ
ー
ト（
発
進
時
）

　

５
秒
か
け
て
時
速
20
㌔
ま
で
の

ゆ
っ
く
り
加
速

②
走
行
時

　

一
つ
先
の
信
号
を
見
て
車
間
距

離
に
余
裕
を
持
っ
て
運
転

③
停
止
時

　

駐
停
車
の
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ　

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進

会
議
（
事
務
局　

町
民
課
く
ら
し

環
境
係
）

☎
85

－

６
１
３
１

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
は
、Ｅ
Ｍ
発
酵

液
を
１
０
０
０
㍑
投
入
す
る
予
定

で
す
。み
な
さ
ん
も
是
非
、池
の
様

子
を
見
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

・
東
根
地
区
公
民
館　
　

　

９
月
13
日
（
木
）　

13
人
参
加

　

こ
の
ほ
か
に
、
ご
み
ゼ
ロ
の
日

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
Ｅ
Ｍ
ぼ

か
し
づ
く
り
講
座
を
５
月
30
日
と

９
月
５
日
に
、
Ｅ
Ｍ
発
酵
液
づ
く

り
を
７
月
11
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
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　9月21 ～ 23日、のどか村やきもの四人
展が伝統工芸の村で行われました。会場に
は、皿や茶わんなどの食器や置き物などが
並び、訪れたかたは、「実際手にとって、自
分にあうものを選びたい」と、陶芸家によ
って違うデザインを見比べ、それぞれの好
みにあったものを探していました。22日
に行われたオカリナ、つぼ太鼓の演奏にも
多くのかたが訪れ、一帯は心地よい音色に
包まれました。

　９月21日、西中学校の生徒を対象に認
知症講座が行われました。この事業は、中
学生や高校生が正しい「認知症」の知識を
持つことを目的に毎年行われています。認
知症高齢者見守りネットワーク協議会によ
る、認知症をもつかたへの対応の寸劇を見
て、どういった対応が正しいのかを考え、
講師の　川記念病院院長　川順氏より、正
しい知識と予防について講演いただきまし
た。

　

９
月
15
日
〜
17
日
に
か
け
て
、

町
内
で
は
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
道
の
駅

白
鷹
ヤ
ナ
公
園
で
行
わ
れ
た
白
鷹

鮎
ま
つ
り
で
は
、
香
ば
し
い
鮎

の
香
り
に
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し

た
。
の
ど
か
村
周
辺
で
行
わ
れ
た

工
芸
体
験
ま
つ
り
で
は
、
和
紙
漉す

き
、
絵
付
け
、
陶
芸
な
ど
の
体
験

の
ほ
か
、
川
魚
の
つ
か
み
取
り
な

ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ど
り
い
む

農
園
直
売
所
・
新
鮮
市
場
愛
菜
館

で
行
わ
れ
た
う
ん
ま
え
も
の
茶
屋

に
も
、
旬
の
食
材
や
、
白
鷹
の
味

を
求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。
３
日
間
と
も
、
真
夏
の
よ
う

な
暑
さ
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
白

鷹
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
か
？

（9月15日～ 17日）

（9月16日～ 17日）

（9月15日～ 16日）
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９
月
29
〜
30
日
、
首
都
圏
白
鷹
会
（
沼
澤
今
朝
夫
会
長
）

の
会
員
、
約
20
人
が
白
鷹
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

荒
砥
駅
に
着
く
と
「
い
つ
の
間
に
か
白
鷹
弁
さ
戻
る
ず
ね
」

「
ん
だ
ん
だ
」
と
和
や
か
な
ム
ー
ド
。

　

町
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
白
鷹
町
に
は
豊
か
な
自
然
が

あ
り
、
都
会
に
住
む
者
に
は
う
ら
や
ま
し
い
。
そ
れ
が
観
光

資
源
と
し
て
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
夜
に
は
、
き
つ
ね
祭
り
を
見
学
し
、
翌
日

に
は
り
ん
ご
の
も
ぎ
と
り
体
験
、
ま
ぁ
ど
ん
な
会
に
よ
る
芋

煮
会
を
味
わ
い
、
秋
の
白
鷹
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　9月27日、第15回白鷹町建設業労働
災害防止大会がパレス松風で行われまし
た。米沢労働基準監督署長東海林晃氏より
「労災事故と企業責任」について講演があ
り、労災事故防止の意識を高めました。平
成22年、23年と労働災害による休業４日
以上の死傷者数が増加しており、本年も増
加傾向にあることから、４月に発令された
「労働災害多発警報」が継続されています。

　9月19日、青年海外協力隊員として、活
動・派遣される安部敦子さん（下山）が役
場を訪れました。安部さんはモロッコのワ
リリ村へ9月25日に出発し、「村落開発普及
員」という、オールマイティな活動が求め
られる職種で、2年間活動してきます。以
前からモロッコに興味があり、行ってみた
かったとのこと。現地での活動の様子など
連絡できる体制が整えば、ご報告いただけ
ます。お楽しみに。

　

第
２
回
日
本
の
伝
統
ま
つ
り
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
新
庄
市
で

行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

全
国
か
ら
65
点
の
応
募
が
あ

り
、
伝
統
的
な
お
祭
り
が
入
選
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
白
鷹
町
か

ら
は
、「
八
乙
女
八
幡
神
社
例
大

祭
」、「
鮎
貝
八
幡
宮
例
大
祭
」
の

ポ
ス
タ
ー
が
入
選
し
ま
し
た
。
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本当に暑い１日でした。

軽
や
か
に
走
る
ワ
イ
ナ
イ
ナ

選
手
。
い
つ
カ
メ
ラ
を
向
け

て
も
笑
顔
で
し
た
。

RO KU ( ) 

tel.85-6147 fax.85-2183 
E-mail 
rokku@so.town.shirataka.yamagata.jp 

 

h�p://www.town.shirataka.lg.jp/ssc/
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全選手の記録は町ホームページに掲載しています。

沿道での応援も力が入ります。
ゴール前のデッドヒート。
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◆
最
近
の
白
鷹
町
に
お
け
る
交
通

事
故
原
因
と
特
徴

１
．
わ
き
見
運
転
や
考
え
事
な
ど

に
よ
る
前
方
不
注
視
や
、
左
右
を

よ
く
確
認
し
な
か
っ
た
安
全
不
確

認
に
よ
る
事
故
が
全
体
の
約
41
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

２
．
追
突･

出
合
い
頭
の
事
故
が
、

全
体
の
約
55
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

３
．
事
故
全
体
の
約
73
％
が
、
国

道
や
県
道
の
幹
線
道
路
で
発
生
。

４
．
車
両
単
独
で
の
事
故
が
増
加
。

【
人
も
車
も
自
転
車
も
、
し
っ
か

り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り
確
認
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。】

◆
残
念
で
す
が
・
・
・

　

飲
酒
運
転
違
反
件
数
が
、
県
内

市
町
村
で
ワ
ー
ス
ト
５
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
！
」

　

町
民
み
ん
な
で
飲
酒
運
転
根
絶

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
推
進

強
化
月
間
」

▼
期
間　

10
月
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

〜
11
月
14
日
（
水
）

◎
具
体
的
な
行
動
で
交
通
事
故
防

止
！

﹇
歩
行
者
﹈

○
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
安
全
確
認
」、

手
や
旗
な
ど
で
「
横
断
す
る
意
思

表
示
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
方
か
ら
の
外
出
は
、「
見
ら

れ
て
安
全
」
明
る
い
色
の
服
装
で
、

ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

﹇
運
転
者
﹈

○
横
断
歩
道
の
手
前
で
減
速
し
、

横
断
歩
行
者
に
備
え
、
横
断
者
が

い
る
時
は
一
時
停
止
し
て
歩
行
者

を
横
断
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
以
外
の
場
所
で
も

「
止
ま
っ
て
、
渡
し
て
あ
げ
る
」

思
い
や
り
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
！
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
。

○
全
て
の
座
席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

○
夕
暮
れ
時
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
を
。

○
70
歳
以
上
の
運
転
者
は
高
齢
者

マ
ー
ク
を
表
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
消

費
者
が
訪
問
販
売
な
ど
の
不
意
打

ち
的
な
取
引
で
契
約
し
た
り
、
マ

ル
チ
商
法
な
ど
の
複
雑
で
リ
ス
ク

が
高
い
取
引
で
契
約
し
た
場
合
に
、

一
定
期
間
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
、

一
方
的
に
契
約
を
解
除
で
き
る
制

度
で
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
取

引
と
期
間

・
訪
問
販
売
：
8
日
間

・
電
話
勧
誘
販
売
：
8
日
間

・
特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス

テ
・
学
習
熟
・
パ
ソ
コ
ン
教
室
な

ど
）
：
8
日
間

・
連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商

法
）
：
20
日
間

・
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
（
内

職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど
）
：
20

日
間

・
生
命
保
険
・
損
害
保
険
：
8
日
間

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

vol.28

※
生
命
保
険
・
損
害
保
険
は
、
店
舗

以
外
で
の
契
約
期
間
1
年
を
超
え
る

も
の
が
適
用
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
店
舗
で
の
購
入
や
広
告
を
み
て

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
む
取
引
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
せ
ん
。

※
通
信
販
売
の
場
合
、
広
告
に
返

品
特
約
の
表
示
を
行
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
商
品
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
8
日
を
経
過
す
る
ま
で
は
、

契
約
解
除
が
可
能
で
す
。（
返
品
の

送
料
は
購
入
者
負
担
）

詳
し
い
手
続
き
方
法
は
、
町
民
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

▼
期
間 

10
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
20
日
（
土
）

　

山
形
県
で
は
、「
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
推
進
期
間
」
と
し
て

条
例
で
定
め
て
お
り
ま
す
。

◎
運
動
の
重
点

１
．
声
か
け
・
児
童
虐
待
等
、
子

ど
も
や
女
性
の
犯
罪
被
害
の
防
止

２
．
施
錠
の
徹
底
に
よ
る
住
宅
対

象
侵
入
犯
罪
の
防
止

３
．
万
引
き
、
自
転
車
盗
難
の
防
止

４
．
振
り
込
め
詐
欺
、
う
そ
の
儲

け
話
の
被
害
防
止

５
．
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

と
防
犯
カ
メ
ラ
等
防
犯
設
備
の
拡

充
等
に
よ
る
犯
罪
防
止

鍵
か
け
は
全
て
の
防
犯
の
基
本

で
す
！

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

く
ら
し
環
境
係　
　
　

　
　
　
　

          

☎
85

－

６
１
３
１

　

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

　

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

　

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６
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十
月
二
十
五

十
一
月
二
十
五
日

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　　
テ
ー
マ

「 

感
謝 

〜 

み
ん
な
で
紡
ぐ
未
来
へ 

」

一
般
公
開
の
日
時
と
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

10
月
19
日
（
金
）　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で 　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

10
月
20
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
高
校
校
内
各
教
室

▼
内
容      　

　

美
術
部
・
パ
ソ
コ
ン
部
の
発
表
、
企
画
、
展
示

　

保
健
委
員
会
・
執
行
部
の
発
表
、
企
画
、
展
示

　

１
・
２
年
ク
ラ
ス
の
企
画

　

３
年
ク
ラ
ス
の
模
擬
店

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
年
対
抗
鍋
合
戦

　

文
化
部
の
展
示
発
表
や
各
ク
ラ
ス
企
画
（
模
擬
店
や
発
表
・
展
示
な

ど
）
に
加
え
、
保
護
者
に
よ
る
学
年
対
抗
「
鍋
合
戦
」
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

  

特
に
20
日
（
土
）
は
、「
生
徒
の
模
擬
店
」
や
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
鍋
合
戦
」
で

美
味
し
い
も
の
を
格
安
で
提
供
い
た
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。（
ほ
と
ん
ど
が
１
０
０
円
以
下
で
す
）

　

昨
年
度
は
昼
過
ぎ
に
完
売
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は
質
・
量
と
も
に
昨
年
度
以
上
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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６
次
産
業
化
を
め
ざ
し
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
　

秋
の
収
穫
に
感
謝
！ 

「
見
て
」「
ふ
れ
て
」「
食
べ
て
」

　
　
　

６
次
産
業
化
に
向
け
た
楽
し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

主
催　

西
置
賜
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協
議
会

▼
い
つ　

11
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

は
ぎ
苑
（
長
井
市
成
田
）

▼
内
容 

　

基
調
講
演　

　

演
題　

農
産
物
直
売
所
の
充
実
強
化
に
よ
る
産
出
額
ア
ッ
プ
！（
仮
題
）

　

講
師　

さ
が
え
西
村
山
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
務
理
事　

齋
藤
晃
一 

氏　

     

　

事
例
紹
介　

　
　

西
置
賜
農
業
賞
受
賞
者
、
６
次
産
業
化
実
践
者

　

話
題
の
新
品
種
展
示
・
試
食

　
　

農
産
加
工
品
、
お
米
の
食
べ
比
べ
、
果
樹
新
品
種
等

▼
参
加
費　

無
料

▼
参
加
者　

西
置
賜
管
内
の
農
業
者
（
関
係
者
）

▼
募
集
人
数　

１
０
０
人
（
先
着
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

○
西
置
賜
農
業
技
術
普
及
課　

☎
88

－

８
２
１
２

○
産
業
振
興
課　

農
業
振
興
係　

☎
85

－

６
１
２
７

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
参
加
者
募
集 

（
し
ら
か
た
夢
未
来
発
掘
事
業　

採
択
事
業
） 

　

誰
で
も
で
き
る
簡
単
な
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

▼
い
つ　

10
月
27
日
（
土
）　

午
後
８
時
〜
９
時 

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
Ｆ
大
会
議
室 

▼
参
加
料　

無
料 

▼
持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
ド
リ
ン
ク
な
ど

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
午
後
７
時
50
分
ま
で 

、
直
接
会
場
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

吉
村　

☎
85

－

４
７
３
０ 
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白
鷹
町
で
は
、
認
知
症
の
正
し

い
知
識
を
広
め
る
活
動
を
行
う
こ

と
で
、
認
知
症
の
か
た
や
そ
の
家

族
が
協
力
を
依
頼
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
、
認
知
症
に
な

っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
町
で
、
安

心
・
安
全
で
尊
厳
の
あ
る
生
活
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、『
白
鷹
町
認
知
症
高

齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
』
を
組
織
し
、
こ
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

〜
協
議
会
委
員
の
構
成
〜

区
長
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
長
井
警
察
署
白

鷹
東
駐
在
所
、
西
置
賜
行
政
組
合

消
防
署
白
鷹
分
署
、
町
商
工
会
女

性
部
、
町
婦
人
会
、
町
健
康
づ
く

り
推
進
員
連
絡
協
議
会
、
元
気
ニ

コ
ニ
コ
推
進
会
議
の
各
代
表　

○
紙
芝
居
を
作
成
、
上
演
し
、
認

知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓

蒙
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
１
作
『
ド
タ
キ
ャ
ン
ば
ぁ
ち
ゃ

ん
　
〜
医
者
さ
行
く
〜
』

　　

家
族
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者

が
主
人
公
。

　

認
知
症
の
症
状
に
家
族
が
気
づ

き
、
早
期
受
診
に
つ
な
が
る
内
容

で
す
。

第
２
作『
ほ
だ
け
が
ら
ぁ
？
じ
い
ち

ゃ
ん
の
い
き
い
き
一
人
暮
ら
し
』

　

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
主
人
公
。

　

親
戚
・
地
域
の
人
な
ど
が
、
主

人
公
の
変
化
（
認
知
症
の
症
状
）

に
気
づ
き
ま
す
。
周
囲
の
支
援
で

受
診
、
服
薬
を
続
け
な
が
ら
、
地

域
の
か
た
が
た
に
温
か
く
見
守
ら

れ
て
生
活
し
て
い
く
内
容
で
す
。

　

上
演
依
頼
承
り
ま
す
。
ご
希
望

の
際
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

ご
案
内

　

認
知
症
の
か
た
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
話
を
聞
い
た
り
、
認
知

症
や
物
忘
れ
な
ど
に
つ
い
て
相
談

で
き
ま
す
。

▼
10
月
31
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ご
希
望
の
か
た
は
事
前
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
86

－

０
１
１
２

広告

９月の町長交際費
　平成24年９月に支出され
た町長交際費についてお知
らせします。

■問い合わせ
　総務課　総務係　
☎85－6120
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▼
い
つ　

10
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
ど
こ
で　

愛
染
峠
愛
染
明
王
堂

▼
そ
の
他　

午
前
8
時
30
分
に
役

場
前
か
ら
車
が
出
ま
す
。
乗
車
を

希
望
す
る
か
た
は
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協
会

☎ 

86

－

０
０
８
６

▼
い
つ　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
45
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
陽
光
学
園
内

▼
内
容　

加
藤
マ
チ
ャ
ア
キ
歌
謡

シ
ョ
ー
、
南
陽
戦
隊
ア
ル
カ
デ
ィ

オ
ン
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽
光
学
園

☎
85

－

３
０
３
０

　

日
本
精
神
科
病
院
協
会
山
形
支

部
で
は
、
精
神
障
が
い
者
の
か
た

が
た
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
、
作
品
展
や
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

【
作
品
展
】

西
置
賜
地
区
の
精
神
障
害
が
い
者

の
か
た
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
い
つ　

10
月
29
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

31
日
（
水
）

▼
ど
こ
で　

長
井
郵
便
局

▼
入
場
料　

無
料

【
講
演
会
】

「
う
つ
病
と
現
代
社
会
」

　

講
師　

山
形
大
学　

精
神
科
教
授

　
　
　
　
　

大
谷
浩
一　

氏

▼
い
つ　

11
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階

大
会
議
室（
山
形
市
）

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

川
記
念
病
院

☎
０
２
３
８

－

87

－

８
０
０
０

　

金
銭
貸
借
、
土
地
建
物
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
、
夫
婦
関
係
、
親
族
間
の
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
飯
豊
町
会
場
】

▼
い
つ　

10
月
17
日
（
水
）

が
審
議
を
行
い
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎　

講
堂
（
長
井
市
高
野
町
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
議
会
事

務
局
政
策
調
査
室

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

９
０
５
３

２
７
２
５

【
ア
ー
ク
溶
接
】

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
23
日
（
金
・
祝
）

▼
受
講
料　

１
万
１
０
５
０
円

【
ガ
ス
溶
接
】

▼
い
つ　

12
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
14
日
（
金
）

▼
受
講
料　

９
８
４
０
円

▼
申
込
方
法　

①
研
修
名
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

11
月
2
日
（
金
）、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

県
立
農

業
大
学
校
研
修
部
（
緑
風
館
）

新
庄
市
大
字
角
沢
１
３
６
６

☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」　

【
長
井
市
会
場
】

▼
い
つ　

10
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

小
桜
館
（
長
井
市
高

野
町
）

※
秘
密
厳
守
、
無
料
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
調
停
協
会

☎
０
２
３
８

－

88

－

２
０
７
３

　

借
り
入
れ
や
返
済
の
こ
と
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
法
律
の
専
門

家
が
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
勤
労
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
前
日
ま

　

で
長
井
市
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
３
８

－

87

－

０
６
８
２
）

　

に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
９
９
９

　

県
議
会
の
活
動
を
身
近
で
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
地
域
の
課
題

や
施
策
等
に
つ
い
て
、
地
元
議
員

▼
い
つ　

11
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
中
央
公
民
館

（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
）

▼
内
容　

「
震
災
後
の
社
会
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て　
　
　

　

講
師　

赤
坂
憲
雄　

氏

※
参
加
費
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
泉
荘

☎
０
２
３
８

－

88

－

９
２
１
１

　

①
中
学
部
わ
い
わ
い
バ
ザ
ー

▼
い
つ　

10
月
25
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

　

米
沢
市
役
所
（
午
前
９
時
40
分

〜
11
時
25
分
）

　

イ
オ
ン
米
沢
店（
午
前
９
時
55
分

〜
11
時
40
分
）

▼
内
容　

中
学
部
の
生
徒
が
製
作

し
た
紙
す
き
製
品
、
染
織
製
品
、

木
工
製
品
な
ど
の
販
売

②
「
児
童
生
徒
主
体
の
授
業
を
考

　
え
る
会
」

　

第
12
回
公
開
研
究
発
表
会

▼
い
つ　

　

公
開
研
Ⅰ　

11
月
２
日
（
金
）

　

公
開
研
Ⅱ　

12
月
12
日
（
水
）

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
40
分
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広告

〜
午
後
４
時
40
分　

▼
ど
こ
で　

県
立
米
沢
養
護
学
校

▼
内
容　

公
開
授
業
、
分
科
会
、

講
演
な
ど　

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
米
沢
養
護

学
校

☎
０
２
３
８

－

38

－

６
１
０
１

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時
15
分

▼
ど
こ
で　

公
立
置
賜
総
合
病
院

大
研
修
室
（
川
西
町
）

▼
内
容　

実
演
！
糖
尿
病
と
の
付

き
合
い
方
、
糖
尿
病
手
帖
の
見
か

た
＆
減
塩
レ
シ
ピ
。

講
演
「
透
析
予
防
」

講
師　

公
立
置
賜
総
合
病
院
内
科

科
長　

髙
橋
俊
之　

医
師

質
問
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
糖
尿
病
協

会
山
形
県
支
部
（
事
務
局　

至
誠

堂
総
合
病
院
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
準
備
室
）

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

７
１
８
１

　

学
校
に
あ
る
、あ
の「
保
健
室
」

の
よ
う
に
、
心
や
身
体
に
つ
い
て

気
に
な
る
こ
と
や
、
悩
み
を
気
軽

に
相
談
で
き
る
場
所
。 

そ
れ
が

「
ま
ち
の
保
健
室
」
で
す
。
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

10
月
20
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

▼
ど
こ
で　

イ
オ
ン
米
沢
店 

▼
内
容　

①
健
康
相
談
（
血
圧
測

定
・
体
脂
肪
測
定
・
事
密
度
測
定

な
ど
）　

②
介
護
・
育
児
相
談

▼
主
催　

県
看
護
協
会
置
賜
支
部 

■
問
い
合
わ
せ　

公
立
置
賜
総
合

病
院
（
中
条
・
多
田
）

☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０ 

皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、「
健
康
づ
く
り
講
演

会
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し

ま
す
。
今
年
度
の
演
題
は
「
脳
卒

中
の
治
療
と
予
防
」
で
す
。

▼
い
つ　

10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
開
場

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
講
演

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
ホ
ー
ル
」

▼
講
師　

公
立
置
賜
総
合
病
院

副
院
長　

金
城
利
彦　

先
生

■
問
い
合
わ
せ　

町
立
病
院
事
務
局

☎
85
―
２
１
５
５

　　

諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長　

鎌

田
實
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

困
難
な
時
代
を
ど
う

生
き
る
か　

〜
命
、
生
活
、
絆
の

守
り
方
〜

▼
い
つ　

10
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
（
午
後
12

時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
（
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ
）

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
内　

記
念
講
演

会
担
当

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形
３
階
「
朝
日
」

▼
対
象　

創
業
・
起
業
に
興
味
の

あ
る
か
た
、
法
人
化
を
考
え
て
い

る
任
意
グ
ル
ー
プ
の
か
た

▼
参
加
費　

無
料
（
定
員
50
人
）

▼
内
容　

企
業
組
合
制
度
紹
介
、

活
動
事
例
発
表
「
し
ら
た
か
ノ
ラ

の
会
企
業
組
合
」「
か
ほ
く
冷
た

い
肉
そ
ば
研
究
会
」、
創
業
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談

▼
申
込
締
切　

11
月
13
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会　

支
援
部

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

０
３
６
０

こ
ん
な
時
は
あ
な
た
の
街
の
法
律
家

　　

行
政
書
士
は
、
官
庁
や
役
所
な

ど
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
、
相

談
、
提
出
代
行
を
行
い
ま
す
。

主
な
業
務

　

相
続
・
遺
言
な
ど
の
手
続
き
、

遺
産
分
割
、
契
約
書
作
成
、
法
人

設
立
、
農
地
転
用
、
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
長
井
支
部
事
務
局

☎
０
２
３
８

－

88

－

２
８
２
５

※
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

▼
い
つ　

毎
月
第
４
火
曜
日

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
８

－

84

－

２
１
１
１

内
線
２
５
２



住所　　 氏　　名 年齢
山　口　中　川　壽　一　71
高　玉　今　野　や　す　87
深　山　横　澤　　正　　79
荒砥甲　金　田　千　里    88
鮎　貝　関　　　　茂　　91
高　玉　大　沼　　勇　　68
萩　野　紺　野　裕　志　51
高　玉　児　玉　慶　吉　83
荒砥甲　関　根　はるゑ　89
十　王　竹　田　貞　子　81
高　玉　五十嵐　　登　　85
浅　立　太　田　美和子　62
箕和田　齋　藤　吉　衞　80
十　王　大　木　し　ん　81

高　玉 今野 友博 央
ひろ

　翔
と

直美

浅　立 土屋 義昭 珠
じゅ

　乃
の

麗奈

荒砥甲 新納
和也 龍

りゅう

　和
と

飛香

広　野 山口
悠太 虹

にい

　奏
な

良江

鮎　貝 吉村 正巳 雫
しずく

麻美

畔　藤 佐藤
隆将 蓮

れん

夏美

十　王 小林 和春 奏
ある

　翔
と

典子

中　山 村山 孝行 拓
たく

　弥
み

優子

No.1098
2012-10

-11

　　氏　　　名　　　 住所

（菅　　　昌　彦　　山　口
菅　野　亜　美　　米沢市

（川　井　竜　雄　　荒砥乙
安　部　美　紀　　荒砥乙

　

民謡けんこう教室　（代表　新野　トシ子　さん）

◆
結
成
は
？

◆
会
員
の
構
成
は
？

◆
謡
曲
の
魅
力
と
は
？

◆
ど
れ
く
ら
い
練
習
す
る
の
で
す

か
？

◆
最
後
に
一
言

☎

VOL.34
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